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①研究の目的
自閉症幼児は共同注意行動や模倣行動などコミュ
ニケーションスキルに重篤な障害特性がみられる
ことが指摘されてきた。これまでの研究ではコミュ
ニケーションスキルを単独個別的にとりあげてそ
の障害特性について検討されてきたが，日常の文
脈の中でみられる自閉症幼児の障害特性はこれら
個別の障害特性が「総体」として出現したもので
ある。そこで本研究では自閉症幼児のコミュニケー
ションスキルを個別にとりだすのではなく，他者
との相互交渉における障害特性について検討する
ことを目的とした。
②本研究の方法
対 象：2名の自閉症幼児（ともに男児）
H 児：5歳 5ヶ月～5歳 10ヶ月
K 児：4歳７ヶ月～5歳 0ヶ月
方 法：週１回の保育参加による観察研究
観察期間：2010.7.～2010.12.
③分析の方法
分析場面：朝の自由遊び場面と設定保育場面に
おける保育者との相互交渉場面
分析方法：ⅰ）分析場面を記録したビデオ映像
の中間点から前後 90秒ずつ計
３分間を切り出し，評定データ
を作成する。
ⅱ）「評定データ」について対象児
と保育者とそれぞれの行動をト
ランスクリプト化し，いかに掲
げる項目に従ってコーディング
を行う。
④評定項目
ⅰ）保育者のはたらきかけ
維持：対象児が行っている遊びに寄り添
い，その遊びを継続させるように
はたらきかける。
発展：対象児が行っている遊びに寄り添
い，新しく遊び方を提示するなど
遊びを発展させるようにはたらき
かける。
転換：対象児が行っている遊びとは無関
係な遊び道具を提示するなど興味
を転換させるようにはたらきかけ
る。
制止：対象児の動きを規制するなどその
行動に一定の規制をあたえるよう
にはたらきかける。
ⅱ）対象児の応答
応答なし：保育者からのはたらきかけに
反応を示さない。
意図の理解が不十分な応答：保育者のは
たらきかけの意図とはずれた反応
を示す。
意図理解あり・共有なし：保育者からの
はたらきかけに適切に反応を示す
が視線を合わせる・笑いかけるな
ど共有行動がみられない。
意図理解あり・共有あり：保育者からの
はたらきかけに適切に反応を示し，
かつ視線を合わせる・笑いかける
など共有行動がみられる。
119
自閉症幼児とのかかわりにおける保育者の
心理的負担メカニズムに関する一考察
～療育実践における保育者の「やりづらさ」に注目して～
白梅学園大学子ども学部 西村 章次・狗巻 修司

本研究から示された結果は自閉症幼児とかかわる
上での保育者の基本的スタンスを明らかにできた
が，その上で保育実践上どのような工夫や課題が
あるのかを追求することが残された課題である。
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介護福祉実践における「ホスピタリティ」の応用の可能性 その３
～キャプション評価法から「ホスピタリティ」をとらえる～
田口 潤・関谷 栄子・土川 洋子
１．研究の背景
一昨年度の介護福祉実践における「ホスピタリ
ティ」の応用の可能性において，「ホスピタリティ」
が介護福祉現場で応用できるのかについて検討し
た。その結果，一般的なサービスと福祉サービス
にはサービスという概念自体に異なる点がいくつ
か見られた。しかし，対象者に快適に過ごしても
らいたい。と考え，他者として相手に関心を持つ
といった項目については共通している。「ホスピ
タリティ」を介護分野で応用していくことは可能
であることが明らかになった。
昨年度の介護福祉実践における「ホスピタリティ」
の応用の可能性その 2において，学生の「ホスピ
タリティ」に対する捉え方について検討した。そ
の結果，「ホスピタリティ」を「おもてなし」と
捉えていた。また，「ホスピタリティ」について，
実際にお客様に対しての対応として「笑顔や笑顔
を絶やさずに仕事をする」ことや「目線を合わせ
て話す」そして「気づかい，目配り，心づかい，
配慮」さらに，「優しい，思いやりの心を持つ」
といったカテゴリーが必要な事であると考えてい
た。さらに，本来の「ホスピタリティ」の意味と
して，その場が「安心して満足して過ごせる」と
いうことが大切であり，今後介護福祉士を目指し
ていく中において利用者が過ごす場は安心して充
足された気持ちで過ごせることを大切にしたいと
感じていた事が明らかになった。
研究の展望としては，学生自身「ホスピタリティ」
という概念がオリエンテーションゼミナールで捉
えられた後，介護実践に活かせるよう具体化でき
ているのかは不明であった。介護現場での応用を
考えた際，「ホスピタリティ」という概念を具体
的にとらえるということは，すなわち学生自身の
言葉で説明できるようになることが必要であると
考えた。「ホスピタリティ」には「安全」「心くば
り」「快適さ」の 3つの要素があり，その要素に
ついて視覚的に捉え，言語化することがより「ホ
スピタリティ」を具体化することを可能にする方
策として考えられる。また，介護現場において
「ホスピタリティ」を捉える視点への一助となり
得ると考えられる。
２．ホスピタリティとは
林田 [1]は，「心のこもったおもてなし」と定
義している。また，鎌田 [2]は，「人を大切にす
る心」と定義づけている。さらに，欧米でホスピ
タリティを捉える際には３要素あり，「安全」「心
くばり」「快適さ」 [１]と定義している。
３．キャプション評価法とは
元来，都市景観評価のために 1995年に開発さ
れた手法[４]である。視覚的に調査対象者が自身
の評価を伝えることができる手法である。近年で
は，環境評価など子どもや高齢者など通常，評価
に参加することが難しい世代の人が評価に参加で
きる手法として用いられている。
４．研究の目的と意義
福祉援助学科で行われている，オリエンテーショ
ンゼミナールの中の東京ディズニーリゾート で，
